
 
 
 

                              

 

 

 

 

 

爽やかな心地よい風と、色とりどりの草花が心を和ませてくれる季節になりました。 

眩しいほどの日差しに向かって真っすぐと伸びていく新緑からは、毎年の事ながら自然界の力強さを感じます。 

早いもので進級、入園から 1 ヶ月がたち、不安でいっぱいだった子どもたちの表情はいつの間にか可愛い笑

顔に変わり、少しずつですが新しい環境を受け入れ始めてくれていることを感じられるようになりました。新入

園の子どもたちは、ほとんどが家族と離れて過ごす初めての生活だったと思います。きっと不安でいっぱいだ

ったことでしょう。それはご家族の方々も同じだったと思います。 

毎日見るお友だちや保育者、今までと違う風景で過ごす新しい生活。 朝、保育室から仕事に出かけていく

パパやママに、涙を流しながらも手を振り、『ここで待ってるね』と小さな心に決め、初めの一歩を大きく踏み

出した子どもたち。そんな精一杯の"今の思い"を一緒に感じ寄り添いながら、安心して過ごせる"もうひとつの

家族"のような暖かな空間を保育者全員でつくっていきたいと思っています。進級したお子さまの保護者の

方々も新しい環境の中、心配なお気持ちだったとお察しいたします。それでも子どもたちの生き生きとした表

情から、少しずつ安心できるようになったのではないかと思います。子どもたちは大人が思っている以上に柔

軟な心を持ち、適応能力に優れ、ものすごい吸収力で日々成長しています。そして自ら伸びようとする力が

備わっているという事を、この時期の子どもたちからいつも教えられています。 

 先日、園庭でさくら組さん(5 歳児)が遊んでいる際、二人の子どもが大人用の大きなジョーロに水を入れて、

二人で一緒に持ちながらお花に水をあげてくれていました。水を入れすぎたようで前後で重たそうに持ち、

途中でジョーロの先の部分がはずれてしまったり、試行錯誤しながらも力を合わせて笑顔で水をあげている

姿は、とても微笑ましい素敵な光景でした。 

依然コロナ禍ではありますが、そんな中でも集団生活の中でしかできない様々な経験を通して、 

子どもたちがどんな風に自分の色を輝かせていくのか楽しみにしていきたいと思います。 

      今朝も園庭からは『テントウムシいたよー』と子どもの声が響きわたっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 園だより５⽉号 
YMCA オリーブ保育園 
2021 年 5 ⽉ 1 ⽇ 発⾏ 

園⻑    ⽮野久美 

今月のねがい 

＊保育者が見守る中、まわりの人やお友だちに気づき安心して過ごす。 

＊自分の好きな場所や遊びがみつかる 

 

 

６月より幼児・乳児のクラスだよりを発行します。 

６月は３歳児～５歳児の幼児３クラス、7 月号は 0 歳児～2歳児の乳児 3 クラスのおた

よりを発行いたします。お便りは全クラスに配布し、各クラスの様子を皆さまに少し

でもお知らせしたいと思っております。どうぞお楽しみに。 

幼児 3 クラスのおたより名：きらきら号 

乳児 3 クラスのおたより名：にこにこ号 



 

オリーブ保育園では毎月全クラスで同じ讃美歌を歌っています。 

5 月は『こころをあわせ』です。楽譜は玄関に置いておりますのででご自由にお持ち帰りいた

だき、ご家庭でも一緒に歌っていただけたらと思っています。 

 

 

 ５月のスケジュール 

日にち 曜日 行事 

11 日 水 英語４・５歳 

12 日 木 体操３歳 

14 日 金 身体測定 

18 日 木 英語２・３歳 

19 日 木 英語４・５歳 

21 日 金 ０歳児健診 

22 日 土 園内研修 

25 日 火 英語４・５歳 

27 日 木 礼拝５歳児 

28 日 金 避難訓練 

※新型コロナウイルスの感染拡大状況に 

よっては、プログラムの変更、中止の可能性 

があります。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
   

緊急事態宣言が発令されました。 
・朝の検温と健康観察表の毎日のご記入を引き続きお願いいたします。 
・発熱以外でも体調が思わしくない場合は、ご自宅にて様子を看ていただきま

すようお願いいたします。また、保育中に発熱以外の呼吸器症状や、体調不

良と判断した場合はご連絡させていただきます。その際は速やかにお迎えを

お願いいたします。 
・緊急連絡先は必ず繋がる状態にしておいてください。1 番が繋がらない場合

は、2 番→3 番と順番に連絡させていただきます。 
・感染拡大防止の取り組みとして、園内での滞在時間の短縮と降園時は速やか

にご帰宅いただくようご協力をお願いいたします。 

 
感染拡大が止まらない状況でありますが、保育園でできる感染対策を行いなが

ら子どもたちの安心安全を守りたいと強く思っております。 

そして皆様とともにこの苦難を一緒に乗り越えていきたいと思います。 

ご理解、ご協力をお願いいたします。 

一緒に頑張りましょう。 


